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地域でがん患者さんを⽀えるには
住み慣れた地域で暮らすためのチームづくり

テーマ︓地域で患者さんを⽀える
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都市部は今後⾼齢化が顕著
（⼈）

⼈⼝⽐率で、年少⼈⼝は半分、⽼年⼈⼝は4倍弱（板橋区）

がんになる⼈はどのくらいいるの︖

年間37万⼈の⽅ががんで亡くなり、
1年間で86万⼈もの⽅が新たにがんと診断されています。

1981年
「がん」が第1位に

（死亡 2017年データ、罹患 2014年データ）
CANCER STATISTICS 
in JPANA 2010

5-year OS 
of Gliomas

in JAPAN
がんの5年⽣存率（2008-2010 診断治療症例）

全国がん（成⼈病）センター協議会（全がん協）

がんの統計ʼ18

70%

医療の進歩→患者と家族を⽀える社会へ

胃・⼤腸・乳がんは5年⽣存率が70%を超えている
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顔の⾒える連携から
患者さん・ご家族・地域とともに歩む医療へ

患者必携
がんになったら⼿にとるガイド
国⽴がん研究センター
がん対策情報センター

チーム医療のイメージ

2015年公開
全⽂を無料で閲覧可能
（インターネット）
全国の
がん診療連携拠点病院に
⾒本版を提供
2016年書籍化

http://homecare.umin.jp

患者さんとご家族をつなぐ在宅療養ガイド
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Mullan F. Seasons of survival: reflections of a physician with cancer. 
N Eng J Med. 313(25): 270-273, 1985

 アメリカ⼈男性医師.  ３２歳時に縦隔胚細胞腫と診断される
 がん体験は、「治癒したかどうか」の単純な⼆分法では表現できない
 最終的な帰結よりも、本⼈が診断後を⽣きるプロセスととらえるほう

が実感に近い
 帰結にかかわらず、体験者が共有する課題がある

?
cure

non cure

「がん」治療と「サバイバーシップ」
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がんのサバイバーシップとは
主としてがん体験の「間の時期」に焦点をあて

社会⽣活を送る本⼈・とりまく⼈々が直⾯する困難を明らかにし
状況をよりよくすることを⽬指す研究
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時間経過

 がん診断の後を⽣きていくプロセス全体のこと
The process of living with, through, and beyond cancer  (ASCO)

Takahashi, JJCO, 2016

がんのサバイバーシップが注目する時期 がん経験者が直⾯する４つの痛み

検査、通院、
後遺症・晩期合併症
障害認定 など

不安感、喪失感 焦燥感
⽣きがい、成⻑過程での治療
など

就労、減給、結婚、出産
医療費負担
⺠間保険、ローン など

⾝体
医療情報・治療⽅法

選択の問題

社会
がんとともに

どう⽣きるかの問題

⼼
⼼へ与える影響
に関する問題

尊厳
尊厳ある存在としての

魂の痛み

板橋サバイバーシップ研究会
• 板橋区医師会 在宅部・学術部・在宅医会
• 患者⾃⾝の社会⽣活を⽀える視点での社会的・精神的
⽀援の充実を⽬指す

• 2016年 がん、神経難病、頭頸部がんのQOL
• 2017年 認知症、⼼不全、間質性肺炎
• 2018年 頭頸部がんの栄養、がんの治療と療養
• 2019年 担がん患者の透析とACP
• ⾮がん疾患も含めたセルフケア・リハビリテーション

意思決定⽀援、インフォームドコンセント
アドバンスケアプランニング、臨床倫理

の提案
希望に沿った療養を実現できる地域づくりのために、
医療に加えて、介護・福祉・⾏政をはじめとする幅広
い関連職種が連携して、患者さんやご家族の思いを⼤
切にしながら協働していくことが重要です。がん・⾮
がん疾患に関わらず、患者さんの「よりよくいきる︓
サバイバーシップを⽀える」仕組みをどのようにつく
っていくかが鍵になります。
患者さんとご家族の社会⽣活を⽀える視点で、地域包
括ケアの実践に向けて話し合います。

住み慣れた地域でがん患者さんを⽀える
チームづくり 地域連携懇話会2019
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アンケートへのご協⼒のお願い
• お答えいただいた結果は、よりよい

緩和ケア・療養⽀援の取り組みを普
及していくための資料にさせていた
だきます。

ウェブの回答
できます
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